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 令 和 ２ 年 第 ２ 回 定 例 会  

令和２年度補正予算（案）の概要 

   

  第２回定例会では、国の補正予算において創設された「新型コロナウイル

ス感染症対応地方創生臨時交付金」を活用し、感染症収束を見据えた事業と

して、「飲食・商店街等市民応援事業費」や「観光需要復興支援事業費」を

計上したほか、医療機関を支援する「感染症対応医療機関支援事業費補助

金」や国のＧＩＧＡスクール構想事業の前倒しに合わせ、「教育用端末整備

事業費」を増額する経費などを計上しました。 

 

[先議分]    

 

 

【補正予算の主な内容】 

 

◇ 新型コロナウイルス感染症経済対策予算 

 

 ≪「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」活用事業（市独自）≫ 

 

飲食・商店街等市民応援事業費            １億５００万円 

市内の飲食店や商店街などでの市民の消費を喚起し、中小・小規模 

事業者の事業継続を支援 

 

・飲食店応援クーポン事業費            ９，５００万円 

市内飲食店などの登録店舗で利用できる額面 5,500円のクーポン券を 

4,000円で発行し、飲食業における消費を喚起 

 

・商店街応援商品券事業費補助金            ９００万円 

商店街で利用できる額面 5,000円の共通商品券を 4,000円で発行する 

消費喚起事業へ助成 

・助成先：小樽市商店街振興組合連合会 

 

・小樽産品宅配システム支援事業費補助金        １００万円 

小樽産品の販売支援のため、宅配サービス事業者との連携による 

通販カタログへの掲載等に係る費用の一部を助成 

・助成対象：市内食品製造事業者 

 

 

 

会  計  名 補正予算額 

一 般 会 計     １億５，１６０万円 
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観光需要復興支援事業費               ４，６６０万円 

感染症収束を見据え、市内外からの観光需要の復興を支援する事業を実施 

 

・宿泊・観光事業者支援事業費           ２，５００万円 

店頭販売やオンラインの旅行会社を活用し、誘客を図るため、 

宿泊客が市内飲食店等で利用できる 2,000円分の助成券を発行し、 

宿泊・観光関連事業者を支援 

 

・宿泊施設市民応援キャンペーン事業費       １，２００万円 

小樽市民を対象に、市内宿泊施設で利用できる１万円分の助成券を 

発行し、宿泊施設の事業継続を支援 

 

・観光ＰＲ動画制作事業費補助金            ４１０万円 

ＹｏｕＴｕｂｅの独自チャンネルを開設し、道内外の観光客誘致に 

向けて、小樽の魅力を発信する番組の制作・放送事業へ助成 

・助成先：一般社団法人小樽観光協会 

 

・堺町通り商店街観光需要喚起事業費補助金       ５５０万円 

堺町通り商店街の事業継続を支援するため、ＰＲ動画等の制作・ 

配信事業へ助成 

・助成先：小樽堺町通り商店街振興組合 

 

 

[通常分]     

 

 

【補正予算の主な内容】 

 

 一般会計 

 

◇ 新型コロナウイルス感染症対策関連予算 

 

 ≪「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」活用事業（市独自）≫ 

 

避難所衛生環境整備事業費               ６４万８千円 

避難所における集団感染防止を図るため、備蓄品として、避難所用マスクを

整備 

会  計  名 補正予算額 

一 般 会 計     ３億６，６６５万２千円 

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 １１０万円 

合     計 ３億６，７７５万２千円 
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検査室環境整備事業費                ５０９万８千円 

保健所遺伝子検査室等の環境を整備 

・空気清浄機、換気扇、クリーンベンチを設置 

・ルームエアコン、安全キャビネットを更新 

 

 

 

感染症患者宿泊療養施設等移送事業費          ９６万７千円 

タクシーを借上げ、軽症者を札幌の宿泊療養施設へ移送 

 

 

 

感染症対応医療機関支援事業費補助金         ７１０万５千円 

感染症患者の受入に向けた、医療機関の医療体制強化への支援として、 

感染症拡大防止に必要な資機材整備に係る費用、感染症患者のケアに 

従事した医師や看護師に支給する手当を助成 

・助成先：小樽協会病院、済生会小樽病院、掖済会小樽病院 

 

 

 

教育情報化推進事業費（教育用端末整備事業費）    

・小学校費                １億７，０２３万５千円 

（当初）2億 6,066万円→4億 3,089万 5千円 

市整備分                ４，３９６万５千円 

 

国整備分                １億２，６２７万円 

 

・中学校費                    ９，６２１万円 

（当初）1億 7,549万円→2億 7,170万円 

市整備分                  ２，７００万円 

 

国整備分                  ６，９２１万円 

 

国の緊急経済対策における「ＧＩＧＡスクール構想」の早期実現に 

向けた、端末整備の前倒しに合わせ、全小中学校の全ての児童生徒に 

１人１台端末を整備 

（全児童生徒数の３分の２を国が整備し、残り３分の１を市が整備） 

 

※市整備分：小学校５・６年生分、中学校１年生分については、 

当初予算で計上済み 
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学校給食地場産品活用事業費補助金            ５２０万円 

学校給食において、地元食材を使ったメニューの提供機会を増やし、休校 

により生活リズムが崩れた児童生徒を元気づけるため、地場産品提供に係る 

費用の一部を助成 

・助成先：小樽市学校給食運営協議会 

 

 

 

感染拡大防止対策事業費（図書館費）            ５２万円 

図書館開館時の感染防止のため、書籍の消毒機器及び窓口等に飛沫防止 

パーテーションを整備 

 

 

 

［そ の 他］交付金充当による財源振替        ７，４５０万円 

 

・除菌電解水配布事業費               １６０万円 

 

・飲食店事業継続支援事業費           ７，０３０万円 

 

・特設ウェブサイト構築事業費補助金         １５０万円 

 

・ＳＮＳキャンペーン事業費補助金          １１０万円 

 

 

 

≪その他国補助活用事業≫ 

 

生活困窮者住居確保給付金支給事業費       １，８９５万４千円 

（当初）32万 4千円→1,927万 8千円 

支給要件を満たす離職者等に支給する住居確保給付金について、感染症 

拡大の状況を踏まえた国の制度改正に伴い、支給要件を緩和 

 

現   行 変 更 後 

・離職・廃業後２年以内の者 

 

 

・ハローワークへの登録 

・離職・廃業後２年以内の者又は給与等 

が減少し、離職・廃業と同等程度の状 

況にある者 

・ハローワークへの登録要件を撤廃 

 

 

 

保育環境改善等事業費補助金             ２６０万２千円 

感染防止のために必要な消耗品の購入等に係る費用の一部を助成 

・助成先：市内１１施設（私立保育所、認定こども園） 
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感染症対策事業費（市立保育所費）          ２３７万７千円 

市立保育所５か所に対し、感染防止のために必要な消耗品を購入 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症対策事業費         １，５９６万円 

入院患者（類似症を含む）の医療費の公費負担と保健所における 

行政検査に必要な防護マスクなどの防護用品を購入 

 

 

 

学校衛生環境改善対策費          

・小学校費                    １３９万４千円 

 

・中学校費                     ７７万４千円 

感染防止のために必要な消耗品を購入 

 

 

 

衛生管理改善事業費補助金                 ４５万円 

小中学校の臨時休業により影響を受けた学校給食調理業者に対し、 

衛生管理の徹底、改善を図るために必要となる設備更新費用の一部を助成 

・助成先：北海道デイリーライス株式会社 

 

 

 

◇ その他の補正予算 

 

旧小樽商業高等学校改修事業費            １，０５０万円 

令和３年４月開校予定の海上技術短期大学校の移転に伴う、内部改修工事等 

 

 

 

鉄道駅バリアフリー化設備等整備事業費補助金        ７５万円 

（当初）1億 2,900万円→1億 2,975万円 

ＪＲ小樽築港駅構内において線路内への転落防止のため、点字ブロックを 

設置 

 

 

 

民生児童委員協議会補助金                 ８３万円 

（当初）2,724万 6千円→2,807万 6千円 

道負担金取扱要綱の一部改正に伴う民生委員活動費及び地区民協活動推進費

の増額 
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看護師養成施設実習費補助金              ７１万６千円 

看護高等専修学校の学生の臨床実習費用を助成 

・助成先：一般社団法人小樽市医師会 

 

 

 

校舎暖房設備改修事業費（西陵中）            ５００万円 

老朽化した暖房ボイラーを更新 

 

 

 

 （そ の 他）  

［歳 入］財政調整基金繰入金        △４，９３０万６千円 

［積 立 金］寄附に伴う積立金           １，９９９万５千円 

         小樽ファンが支えるふるさとまちづくり資金基金積立金ほか４件 

［繰 出 金］介護保険事業特別会計への繰出金      ３６万７千円 

 

 

 

 

 介護保険事業特別会計 

 

介護保険事務処理システム改修事業費           １１０万円 

令和２年６月に年次改定される、国のマイナンバーによる情報連携に 

対応するため、現行システムを改修 


